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        F,0～F,8系 鑛i津 にお け ろF,Sの

        分 配準 衡 につい て

             柳 澤 正 昭

 F。qの 分配」1立衡 は脆硫 に關す るメ、寒礎反慮 考察上軍要な もので あ り,而 も鑛 澤域分間 の解離 に

影響 され るこ とが少いので先づ共研究 に才汗 ・した.本 實験 にお いて丈穿解 はアル ミナ増禍 を用 い

50KVA高 周波電氣憾 に ょ り之を行 つた.硫 黄源 として は硫化水 素獲 生用硫化鐵 を≠1ゴい,叉

FeOを 生 成せ しむ るた めには軟鋼の スケールを用い,重 金薦酸 化物 の混 入を避 けた.此 の場 含

先二つ軟鋼約20kgを 熔 解 し,最 初 生成 ビる鍍 津を取除 き,之 にスb-・一 ル を添加 し,蝕 回 に亘 り

充分 に蝿絆 した.然 る後硫 化鐵 を投入 し,更 に激回麗拝 して振 散せ しめ平衡 に達 せ しめたので

あつ た.豫 備實瞼 にお いて4乃 至5回 の撹挫 に よりて4三衡朕態 に達 し得 るこ とが分 つたのであ

るが,本 實験 にお いては更 に上記撹拝後約20分 聞渕定温度範 園(±10℃)に 保持 した.然 る後鋼

浴及鑛津 を接燭 を保 ちつつ汲取 りて分 祈 した.此 際最 初S()2氣 艦 の獲 生が憂 慮せ こ,れたので

共 分壁 の影響 を禦 ぐため鑛1宰は3乃 至5糎 の厚みを有 た迂ナた.共 の分析結果 は第1表 の如 くで

あ り,之 を圖 示すれば挿圖 の×で示 した様 な値 を取 る.此 のま易合最 小自乗法 を適 用すれば,

      1.Fes=(s)/〔t〕=8.597-6.6×10-4L-1610×10『6t2

の如 き關係 が得 られた.此 關係の黙 力學的 敬値 を用いて

      10g(LS')/〔s〕=2135/T-O.606       ●.。  △Fu=-9757十2.791T

の如 く表 わ され るが,之 は挿 圃に於てBard(・nl】:lll(・r&Ge]lei・ の 得 た値 に封 し實瑠良で示 され

た様 な位置を取 る.EPち,郵lll浴 相(Fe-Feq 1;II)よ り鑛澤 粗(FeO-F誤 粗)へ1モ ルのFeg

が移 行 す るに際 し9757ca1の 熱 量 を獲 生す る.以 上 によ りF。')澤 に關 して も,低 溢 に於 け る

方が彫と硫 には希 ま しい こ とがラ}
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